
 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

 

 

 

 
「門司メディカルセンター整形外科の取り組み」 

 

ーCOVID-19 パンデミック下における慢性疼痛に対する 

当院整形外科の取り組みー 

 

運動器疼痛外科部長 松浦 孝紀 

 

私は 2006 年産業医科大学卒業、北九州市近隣の地域医療機関に赴任した後、運動器疼痛の分野に

興味を持ち大学院に進学、学位取得後の 2016 年から 2 年間カナダ・トロント大学生理学教室 Min 

Zhuo 研究室にて、博士研究員として疼痛が及ぼす脳内メカニズムについて研究をしてまいりました

(Matsuura et al., Molecular Pain. 2019, 2020. Cell report. 2021 etc)。これまでの知識を地域

の医療に少しでも還元したいという情熱を持ち、2020 年 4 月より当病院へ赴任しております。 

当院整形外科は、大西主任部長の指導下、計 5 名で診療にあたっています。急性期疾患の骨折・外

傷、ならびに股関節・膝関節・腰椎疾患を含めた慢性変性疾患の治療を 24 時間体制で受け入れており、

外来では超高齢化社会で必須ともいえる骨粗鬆症に対しても、積極的に検査ならびに薬物療法の推奨を

行っています。 

 

 さて今回は、慢性疼痛に対する病態と治療についてご紹介します。慢性疼痛とは、「治療に要すると

期待される時間の枠（急性期）を超えて持続する痛み、あるいは進行性の非がん性疼痛に基づく痛み」

と国際疼痛学会で定義されており、本邦では薬物療法の充実などから、発症から 3 か月以上持続する疼

痛をさします。高齢社会が進む北九州市門司区において、整形外科医が日常診療の中で慢性疼痛や難治

性疼痛を抱える患者と、いかに向き合うかというのは非常に大きな課題の一つであると考えています。 

    

慢性疼痛の原因は様々な角度から分類されており、痛みの要因別分類では、3 種類に大きく分けられ

ます。まず切り傷・火傷・打撲・骨折・関節炎等を代表とする体の中にある侵害受容器という受容器を

刺激した①侵害受容性疼痛、第２に坐骨神経痛を代表とする何らかの神経が障害されることにより生じ

る②神経障害性疼痛、そしてその他の③心理社会的疼痛に分類されています。尚、この心理社会的疼痛

の分類に含まれる疼痛は、現在の医学では、いまだ十分な解明は出来ておりませんが、脳の認知の異常

によって生じる痛みであり、その問題の本質は心（精神機能）ではなく、脳（身体についての認知機能）

にあると考えられています。これら①-③が複雑に混在しているのが慢性疼痛の特徴です。従って慢性

疼痛は痛み以外の多様な症状を併発する可能性があります。例えば恐怖、不安、抑うつ等の認知面での
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門司メディカルセンター情報誌

月 火 水 木 金

稲田　良郁 渡邉　泰生 溝部　貴光 田村　健太郎 小屋　有代

稲田　良郁 新生　忠司 稲田　良郁 新生　忠司 須貝　慧

新生　忠司 須貝　慧

稲田　良郁

溝部　貴光 溝部　貴光 溝部　貴光

吾妻　妙子 吾妻　妙子 吾妻　妙子

（新患） 渡部　太一 谷口　一成 屏　壮史 谷口　一成 渡部　太一

（再来） 屏　壮史 渡邉　泰生 渡部　太一 中原　大樹 渡邉　泰生

鐘江　香 鐘江　香 田村　健太郎

循環器（AM） 循環器(AM) 循環器(AM) 循環器(AM) 経食道心エコー(PM)

循環器(PM) 循環器(PM) 循環器(PM) 循環器(PM)

磯島　佑（ＰＭ）

由比　友顕
（第１・３週）

宮川　俊（ＰＭ）
（入院コンサル・紹介患者）

守田　義平（AM)
（外来コンサルのみ）

太田　浩嗣 太田　浩嗣 齋藤　健 太田　浩嗣 近藤　弘久
吉田　歩美（第１週）

佐伯　覚（第２週AM）

松嶋康之（第3～5週AM）

坂本　吉隆 鬼塚　幸治 坂本　吉隆 鬼塚　幸治 谷口　竜太

鬼塚　幸治 谷口　竜太 坂本　吉隆

新患 山口　紘輝 丸野　裕季 山口　紘輝 花田　駿 小屋　有代

再来 小屋　有代 丸野　裕季 山口　紘輝 花田　駿 花田　駿

センター医 センター医 センター医 センター医 センター医

南　創太 センター医 センター医 宮川　恒一郎 センター医

宮里　和明 福田　北斗
（スポーツ・関節／第１・３・５週予約制）

吉見　洋平 齊藤　勝義 松浦　孝紀

大西英生(人工関節/予約制) 藤谷　晃亮（関節/第2・4週予約制） 大西英生(人工関節/予約制)

吉見　洋平 齊藤　勝義 松浦　孝紀 宮里　和明

兵藤　伊久夫（PM)
（第２．４週）

溝上　真隆（PM)
（第３週）

中島　大毅 中島　大毅 中島　大毅 中島　大毅 中島　大毅

倉本　博 赤坂聡一郎 山崎　清玄 赤坂聡一郎 山﨑　豪介

山崎　清玄 山崎　清玄 赤坂聡一郎（予約のみ） 山﨑　豪介 山崎　清玄

太田　美和子

二見　拓磨

楠崎　晴規 楠崎　晴規 楠崎　晴規 楠崎　晴規 楠崎　晴規

二ツ矢浩一郎 二ツ矢浩一郎 二ツ矢浩一郎 二ツ矢浩一郎 二ツ矢浩一郎

竹下　洋平 竹下　洋平（PM隔週）

永田　健充 永田　健充 永田　健充 永田　健充

産医大 茅島　顕治 産医大 石田　弘子 産医大

ストーマ外来 高次脳機能障害外来
（外科外来） （リハビリテーション科外来）

第１・３週　１４：００～１６：００ １３：３０～１５：３０

骨粗鬆症外来
（整形外科外来）

第1・3・5週１４：００～１６：００

山﨑　豪介 屏　壮史 山崎　嘉宏 小屋　有代
竹下　洋平／山崎　嘉宏

（隔　週）

担当医（ＡＭ）

人間ドック

脳・循環器ドック

巻き爪外来
（皮膚科外来）

専門外来
（予約制）

歯科

放射線科

麻酔科

泌尿器科

眼科 太田　美和子 太田　美和子 太田　美和子 太田　美和子

形成外科

皮膚科

整形外科

（新患）

（再来）
大西　英生（予約制） 大友一（脊椎/第1・3・5週予約制） 大西　英生（予約制）

蜂須賀　研二
（院内コンサルのみ）

蜂須賀　研二
（院内コンサルのみ）

蜂須賀　研二
（院内コンサルのみ）

堀　諒子

森山　利幸

消
化
器
セ
ン
タ
ー

外科

消化器外科

消化器内科

上部内視鏡（ＡＭ）

下部内視鏡（ＰＭ）

呼吸器内科

脳
神
経
セ
ン
タ
ー

脳神経内科

メンタルヘルス科

脳神経外科

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科

循
環
器
内
科

循環器内科

腎臓内科

検
査

腹部エコー ９：００～　当　番

心エコー

心カテ

総合内科外来

糖
・
血
・
膠
内
科

糖尿病・代謝内科（新患）
(糖尿病センター）

糖尿病・代謝内科

血　　　　　　　　液

リウマチ・膠原病



症状、一方身体面では日常生活動作の低下や睡眠障害といった症状がみられることもあります。痛みと

いうストレスが気分障害（抑うつ等）を起こしているのか、あるいは気分障害が身体症状として痛みを

引き起こしているのかは未だ解明されていません。 

COVID-19 パンデミックはコロナストレスやコロナうつという言葉が生まれるほど、社会のコミュ

ニティーにも変容をもたらしています。高齢者は社会で孤立し、閉じこもり生活を余儀なくされている

場合が多いのではないのでしょうか。日本臨床整形外科学会が、COVID-19 パンデミック自粛後の運

動器機能低下について調査したところ、高齢者ほど、「つまずきやすくなった・早く歩けなくなった」

いう割合が多くなっており、この調査から高齢者の運動器症候群(運動機能の低下)患者が今後多くなる

ことが危惧されています［図 1］。 

 

北九州市門司区は令和

2 年現在 65 歳以上の高

齢化率は 36.8％と全国

でも有数の超高齢化地区

です。門司地区の中核病

院である当院に勤務する

我々整形外科医として

は、日常診療の中での日

常生活動作の実態を把握

した上で、身体所見や画

像所見（骨密度測定、X 線

像、CT、ならびに MRI［図

2］）から疼痛原因を探し、

最適な保存療法や手術療法を提供することで「痛み」の改善をお手伝いしたいと考えています。又、当

院は北九州市の拠点病院である産業医科大学病院と大学関連病院間で密接なネットワークを形成して

おり、疾患に応じた最善の治療が可能となっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

慢性疼痛を伴う加齢による変性疾患へのアプローチは、疾患により保存療法だけではなく、外科的な

治療が効果的です。重複しますが、平均寿命がさらに伸びている今、高齢者の健康寿命をいかに長くす

るかということは、非常に重要な課題です。皆様は、変性疾患の原因をすべて加齢のせいにして、日々

のお体のメンテナンスは怠っていないでしょうか？COVID-19 大流行にともなうステイホームで運動

量が減っている方も多いかと思いますが、日々の体の手入れ（運動）が、慢性疼痛の軽減さらに今後の

生活の質を向上させるためにも、きわめて重要です。あるいは体の手入れをしているけれども、痛みが

原因で体がついていかない方はおられないでしょうか。変形性股関症・膝関節症・腰部脊柱管狭窄症は

治療（手術も含め）をすることで、運動機能の向上にもつながります［図 3,4］。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

慢性的な痛みでお悩みの方はいらっしゃいましたら、一度ご相談ください。今後共、スタッフ一同、

地域の患者様のお役に立てるように邁進してまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

最後になりますが、現在認知機能低下患者の疼痛評価の妥当性の研究や COVID-19 パンデミック下

における急性期・慢性期疾患に対する整形外科手術患者の変容（筋力や心理的側面から）について臨床

研究にも取り組んでおり、今後の高齢者医療・地域の貢献につながると考えております。今後共何卒宜

しくお願いいたします。 


